
春
日
部
市
上
下
水
道
部
は
「
新

水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
（
経
営
戦
略
）

改
定
版
」
を
３
月
に
発
表
し
ま
し

た
。「

新
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
（
経

営
戦
略
）
改
定
版
」
で
は
、
改
定

の
趣
旨
に
つ
い
て
、
２
０
１
３
年

に
東
日
本
大
震
災
の
被
害
を
踏
ま

え
、
水
道
事
業
が
将
来
に
わ
た
っ

て
継
続
し
て
い
く
た
め
の
課
題
解

決
と
そ
の
た
め
の
財
政
的
な
裏
付

け
を
示
し
た
「
新
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ

ン
（
経
営
戦
略
）
」
を
策
定
し
ま

し
た
が
、
８
年
が
経
過
し
「
物
価

上
昇
が
急
激
に
進
ん
で
、
経
費
の

見
込
み
が
実
態
と
乖
離
し
た
状
況

に
あ
る
」
こ
と
が
改
定
の
趣
旨
の

一
つ
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
「
管
路
の
更
新
・
耐

震
化
」
に
つ
い
て
「
こ
れ
ま
で
よ

り
ペ
ー
ス
を
上
げ
て
進
め
て
ま
い

り
ま
す
」
と
し
て
、
基
幹
管
路
の

耐
震
管
率
は
現
在
45
・
４
％
で
す

が
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
62
・
３

％
、
２
０
３
５
年
ま
で
に
82
・
５

％
ま
で
耐
震
化
を
す
す
め
る
目
標

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
「
経
営
の
健
全
化
」
と

し
て
民
間
委
託
の
さ
ら
な
る
活
用

と
、
ウ
オ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
水
道

事
業
の
民
営
化
）
の
検
討
を
進
め

る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ウ
オ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
水
道
民
営

化
）
に
つ
い
て
は
、
国
が
強
力
に

推
進
し
て
い
ま
す
が
、
長
期
に
わ

た
っ
て
民
間
事
業
者
に
水
道
事
業

を
丸
投
げ
す
る
も
の
で
、
料
金
が

高
く
な
る
、
経
費
節
減
の
た
め
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
す
る
、
事
業
の
把
握
・

監
視
が
し
に
く
く
な
る
な
ど
の
問

題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
水

は
生
き
て
い
く
う
え
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
す
。
企
業
の
利

益
の
対
象
に
す
べ
き
で
は
な
く
、

安
易
な
導
入
は
や
め
る
べ
き
で
す
。

料
金
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
人

口
減
少
に
伴
っ
て
給
水
量
が
減
少

し
、
収
入
が
減
少
す
る
一
方
で
、

県
水
の
値
上
げ
、
物
価
上
昇
、
老

朽
化
・
耐
震
化
工
事
な
ど
に
よ
り

費
用
が
増
加
す
る
と
し
て
、
料
金

改
定
案
（
値
上
げ
案
）
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

①
70
％
値
上
げ
案
＝
今
後
10
年
間

純
利
益
を
プ
ラ
ス
に
で
き
る

②
50
％
値
上
げ
案
＝
当
面
は
維
持

で
き
る
が
、
２
０
３
２
年
に
は

純
利
益
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
再

度
の
見
直
し
が
必
要

③
30
％
値
上
げ
案
＝
令
和
９
・
10

年
度
は
プ
ラ
ス
に
な
る
が
、
そ

の
後
は
維
持
で
き
な
い

３
つ
の
値
上
げ
案
を
示
し
「
料
金

改
定
を
行
わ
な
い
場
合
、
純
利
益

が
令
和
８
年
度
（
２
０
２
６
年
度
）

か
ら
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
こ
と
か
ら
、

令
和
８
年
度
に
料
金
改
定
（
値
上

げ
）
を
お
こ
な
う
」
と
し
て
い
ま

す
。多

額
の
費
用
が
掛
か
る
老
朽
化

対
策
や
耐
震
補
強
工
事
は
、
国
や

県
が
一
定
の
負
担
を
す
べ
き
で
す
。

物
価
高
騰
で
暮
ら
し
が
大
変
な
時

に
値
上
げ
な
ど
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
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水
道
料
金
の
値
上
げ
は
や
め
よ
！

「
新
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
改
定
版
」
で
値
上
げ
案

管
路
の
耐
震
化
は

２
０
３
５
年
ま
で
に
82
％

今
年
度
中
に

水
道
料
金
値
上
げ

＊
５
月
３
日
付
赤
旗
日
曜
版
は
合
併
号
の
た
め
、
10
日
付
は
「
新
春
日
部
」
も
休
刊
と
な
り
ま
す
。



今
年
１
月
７
日
、
「
豊
春
地

域
学
校
規
模
適
正
化
協
議
会

（
豊
春
の
こ
ど
も
た
ち
の
未
来

を
考
え
る
会
）
」
が
設
置
さ
れ
、

豊
春
小
学
校
と
宮
川
小
学
校
の

統
廃
合
に
つ
い
て
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

３
月
に
は
両
校
の
保
護
者
に
、

統
合
の
賛
否
や
１
学
年
当
た
り

の
望
ま
し
い
学
級
数
、
統
合
す

る
場
合
に
配
慮
す
べ
き
こ
と
な

ど
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
保
護
者
か
ら
は

「
庄
和
地
域
で
統
廃
合
が
お
こ

な
わ
れ
て
か
ら
次
は
宮
川
小
学

校
か
な
…
と
、
感
じ
て
い
た
が
、

こ
ん
な
風
に
突
然
や
っ
て
く
る

ん
で
す
か
？
」
「
統
合
に
賛
成

か
反
対
か
、
と
言
わ
れ
て
も
返

事
に
困
る
」
「
そ
ん
な
話
が
進

ん
で
い
た
の
？
と
い
う
感
じ
で
、

保
護
者
や
子
ど
も
が
置
き
去
り

に
さ
れ
た
感
が
強
い
」
な
ど
、

戸
惑
い
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。今

年
２
月
に
市
教
育
委
員
会

が
ま
と
め
た
「
春
日
部
市
立
小
・

中
・
義
務
教
育
学
校
規
模
適
正

化
に
関
す
る
基
本
方
針
」
で
は

「
学
校
は
…
集
団
の
中
で
豊
か

な
人
間
関
係
を
築
き
、
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
自
主
・
自
律
性
を

育
ん
で
い
く
場
」
「
こ
ど
も
た

ち
と
っ
て
望
ま
し
い
教
育
環
境

を
整
え
る
た
め
に
は
一
定
の
集

団
規
模
、
学
級
規
模
が
必
要
」

と
し
て
、
小
中
学
校
と
も
12
～

24
学
級
が
「
適
正
規
模
」
と
規

定
し
て
い
ま
す
。

学
校
規
模
適
正
化
の
必
要
性

や
期
待
さ
れ
る
効
果
と
し
て

●
ク
ラ
ス
替
え
が
新
た
な
気
持

ち
で
取
り
組
む
機
会
と
な
り
、

学
ぶ
意
欲
を
高
め
た
り
、
能
力

や
個
性
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に

な
る

●
さ
ま
ざ
ま
な
友
達
と
か
か
わ

る
こ
と
で
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、

刺
激
し
あ
う
こ
と
が
で
き
る

●
ク
ラ
ス
の
人
数
が
増
え
る
こ

と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
意

見
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

●
学
校
行
事
が
効
果
的
に
実
施

で
き
る

●
学
年
や
教
科
で
複
数
の
教
員

が
い
る
た
め
、
教
員
間
で
の
研

修
・
研
究
が
お
こ
な
い
や
す
く
、

教
員
の
資
質
向
上
に
役
立
つ

な
ど
を
挙
げ
、
少
子
化
の
中
で

学
校
の
小
規
模
化
に
よ
る
デ
メ

リ
ッ
ト
を
解
消
す
る
検
討
が
必

要
と
し
て
い
ま
す
。

学
校
規
模
適
正
化
を
行
う
上

で
の
留
意
点
と
し
て
「
保
護
者

や
教
職
員
、
地
域
の
方
々
に
十

分
な
情
報
提
供
を
行
い
、
学
校

規
模
適
正
化
の
必
要
性
、
効
果

や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
共
通

理
解
を
得
た
う
え
で
合
意
形
成

を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
な
ど
、
10
項
目
の
留

意
点
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
小
中
学
校
は
約
70
％
が

築
40
年
以
上
経
過
し
、
老
朽
化

対
策
も
喫
緊
の
課
題
で
す
。
学

校
は
子
ど
も
た
ち
が
１
日
の
大

半
を
過
ご
す
学
習
と
生
活
の
場

で
あ
り
、
地
域
に
と
っ
て
は
防

災
拠
点
と
し
て
も
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
学
校
統
廃

合
に
当
た
っ
て
は
子
ど
も
、
保

護
者
、
地
域
の
方
々
の
十
分
な

合
意
形
成
が
必
要
で
す
。
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休
日
の
当
番
医

市立医療センター ℡735-1261(夜間毎日、土･日･祝日)内･外科系 小児救急電話相談 #7119

5/3(日)みどり内科医院(内科系)緑町4-13-25℡745-5000 竹田クリニック(小児科系)
武里団地3-23-103℡735-4501 梅原病院(外科系)小渕455-1℡752-2152

5/10(日)はまさきの郷クリニック(内科系)一ノ割3-16-9℡731-7777 ふじばなファミリー
クリニック(小児科系)下柳420-1℡797-8027 分娩館医院(外科系)備後西5-4-28℡739-3883

小
中
学
校
と
も

12
～
24
学
級
が
適
正

豊
春
小
・
宮
川
小
の
統
廃
合
を
検
討

保
護
者
か
ら
は
戸
惑
い
の
声
も

ク
ラ
ス
替
え
が
能
力
・

個
性
発
揮
の
機
会
に

十
分
な
情
報
提
供
と

合
意
形
成
を


